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アクティブサマーってなに？ 
  

今までは夏休みにサマーワークが配られて、全員が同じことに取り組んでいたと思います。ただ、

これでは、夢や進路、苦手なところがそれぞれ違う皆さんにとって、自分に合った学習に取り組め

なくなります。だから、今年度からはスタディサプリをメインに自分たちで必要な学習を決めて、

アクティブに学習していくことが必要になってきます。 

つまり、アクティブサマーとは、皆さんにアクティブな夏を過ごしてもらいたいという願い

から名付けました。 

 

 

アクティブサマーの期間と取り組み方 
 ◎7/27（月）～8/28（金）の 5週間 

 

 ◎課題への取り組み方（裏面を参照） 

 

必須課題（必ずやる課題） 

   各教科で１週、２週、3 週、4 週、５週と書かれている課題です。（毎週配信します） 

   

選択課題（自分で決める課題） 

自分が学習したいところや苦手なところを考えて単元を選択しよう！！ 

     

 ◎選択課題の決め方  

   ①なりたい自分を想像して、目標（夏のキャッチコピー）を考える。※ワークシートを使って 

    例 歴史から現代の課題をみつける夏！ 英語の文法をマスターする夏！  

クローンの仕組みを知る夏！ 

 

    

②なりたい自分に近づくための目標を考える⇒目標設定 ※ワークシートを使って    

    例 古代の日本から歴史の流れをつかみ現代の課題を知る！  

英語で道案内できるようになりたい！ 

      染色体の知識を付け、クローンについて知りたい！ 
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③自分の目標に合った単元を選ぼう！（スタサプ単元リスト） 

    例 『古代の日本から歴史の流れをつかみ現代の課題を知る！』  

⇒ 第３、４講 大和時代⑴⑵  第 5 講 奈良時代 第 6，7 講 平安時代⑴⑵  

  

 

 

☆アクティブサマーは 5 週間あります！！週一回は取り組めるように最低でも 5 つ以上は設定 

してください。（目安 5～25 個の単元を選ぶ。） 

  

☆教科は問いません。例えば、英語が自分に必要だと思えば、英語の単元だけを選ぶのも問題 

ありません。 

  

☆１単元は 60 分程度あります。（確認テストのみの場合は 30 分）自分の１日の予定から計画し 

てください。 

 

 

 

これからの流れ 
 

7/30（木） ワークシートとスタサプ単元リストを完成させる！ 

 

ワークシートとスタサプ単元リスト両方を終礼で担任の先生に提出する！ 

  

どうしても完成しなかった場合は7/31（金）のＯＺＵチャレの日に書く時間を   

設けます。 

 

7/31（金） 返却します。次回の提出まで失くさないように大切に持っていてください！ 

 

必修課題と選択課題で取り組んだ単元はマーカーや色ペンで印をつけていこう！ 

 

8/3（月）  スタサプ単元リスト担任の先生に提出する！ 

 

8/28（金） スタサプ単元リストを担任の先生に提出する！ 

      しっかりと取り組んだ成果を見せてください！ 

 

この夏の間に自分の苦手なところを克服し、なりたい自分に少しでも近づけるようにとにかく

アクティブに学習に取り組みましょう！毎日やることがとても大切です。計画をしっかりと立て

て取り組み、成長した姿を見せてくださいね！ 

  



 

 

なぜ、家庭学習が大切なのでしょうか？ 

人間は時間が経てば忘れる？ 

次のグラフは、エビングハウスの忘却曲線と、定期的な復習をした場合の記憶率を表したものです。これ

らから「人間は時間が経てば忘れる！」ということがわかりますが「早めの復習や繰り返しの復習をすれば、

その記憶は確実に定着していく！」ということもわかります。反復しない記憶は短時間の記憶となり、本当

の学力とはなりません。だから、家庭学習では、授業で一度学習したことや自分が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家での時間の使い方が大切？ 

みんなの生活を振り返ってみると、１年間で学校にいる時間と家に

いる時間を比べると、どのくらいの割合になると思いますか？右のグ

ラフで示す通り、約８割の時間を家で過ごしていることになります。 

だからこそ、家での過ごし方が大切！ということがわかると思いま

す。家でどれだけ学ぶことができるかが分かれ道！！ 

家での過ごし方を振り返って、時間の使い方をしっかり考えてみよう。 

 

 

 


